
上
演
外
題
・
出
演

会場　岐南町伏屋獅子舞会館

11月9日□土 ・10日□日
令和6年

12：30開場／13：00開演

入場無料・全席自由

「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」文
化
祭
2
0
2
4

傾
城
阿
波
の
鳴
門
　
巡
礼
歌
の
段

　
岐
南
町
伏
屋
獅
子
舞
保
存
会（
岐
南
町
）

傾
城
阿
波
の
鳴
門
　
巡
礼
歌
の
段

　
島
文
楽
保
存
会（
愛
知
県
一
宮
市
）

両
日
と
も
幕
間
に
地
芝
居
や
衣
装
に
関
す
る
解
説
講
演
を
行
い
ま
す

□主催：文化庁、厚生労働省、岐阜県、「清流の国ぎふ」文化祭2024実行委員会、
　　　　岐南町、「清流の国ぎふ」文化祭2024岐南町実行委員会、
　　　　岐南町伏屋獅子舞保存会

□後援：羽島郡二町教育委員会、岐南町商工会

11月9日

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
　
七
段
目
　
祇
園
一
力
茶
屋
の
場

　
関
市
獅
子
舞
保
存
会（
関
市
）

菅
原
伝
授
手
習
鑑
　
吉
田
社
車
曳
の
場

　
岐
阜
歌
舞
伎
保
存
会（
岐
阜
市
）

青
砥
稿
花
紅
彩
画
　
稲
瀬
川
勢
揃
い
の
場

　
岐
阜
歌
舞
伎
保
存
会

　
岐
南
町
伏
屋
獅
子
舞
保
存
会

11月10日

「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」
文
化
祭
2
0
2
4
の
開
催
に
あ
わ
せ
、

岐
阜
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
「
伏
屋
の
獅
子
芝
居
」

と
、
県
内
の
他
の
獅
子
芝
居
や
岐
阜
の
地
歌
舞
伎
、
文
楽
を

同
時
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
公
演
を
、
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
し

ま
す
。「
岐
阜
の
宝
物
」
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
地
歌
舞
伎

を
は
じ
め
、
地
域
の
人
々
が
演
じ
る
文
楽
や
獅
子
芝
居
は

「
地
芝
居
」
と
呼
ば
れ
、岐
阜
県
で
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

伏
屋
獅
子
舞
会
館
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
る
「
岐
南
地
芝
居
公

演
」
で
、
岐
阜
の
地
芝
居
文
化
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。



岐南町伏屋獅子舞会館
岐阜県岐南町伏屋3-338-1　

アクセス

優先入場整理券
配布開始日
配布時間
配布場所

令和6年10月9日(水)
平日9：00～17：00
岐南町中央公民館

・お一人様につき2枚までの配布となります
・予定枚数に達し次第配布を終了します
・入場整理券をお持ちの方は12：00より優先して入場
 いただけます

問合せ 「清流の国ぎふ」文化祭2024岐南町実行委員会　事務局　岐南町中央公民館　058ー247ー1334

公共交通機関 岐南町コミュニティバス ※日曜運休
 「伏屋」バス停下車 徒歩3分
会場前特設駐車場（羽栗グラウンド）
をご利用ください

公演の模様は、YouTube
岐南町公式チャンネルにて
後日配信します

◆詳細はこちら◆

会場では岐南町有形
民俗文化財「伏屋の
地芝居衣装」を展示し
ます

県内の公演を巡って地芝
居印（スタンプ）を集める
と景品が貰えるスタンプ
ラリーが開催されます 

会場では軽食や甘味、飲物
の販売を行います

駐車場

「清流の国ぎふ」
文化祭2024
公式Webサイト

岐南町
公式Webサイト

　
島
文
楽
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
人
形
は
、
安
土
城
竣
工
祝
の
際
、
織
田
信
長
に
召
さ
れ
た
渡
辺

弥
四
郎
と
い
う
者
が
操
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
後
に
弥
四
郎
の
子
孫
に
あ
た
る
者
か

ら
、
人
形
一
揃
い
を
現
在
の
一
宮
市
大
毛
の
人
々
が
買
い
取
っ
た
も
の
の
、
若
者
た
ち
が
人
形

芝
居
に
夢
中
に
な
っ
て
農
事
を
顧
み
な
い
の
で
、
数
年
で
隣
村
の
島
村
に
譲
り
渡
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
島
村
で
は
現
在
の
岐
南
町
三
宅
へ
身
を
寄
せ
て
い
た
人
形
遣
い
の
名
人
な
ど
の
指
導

を
受
け
て
芸
を
磨
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

島
文
楽
保
存
会（
愛
知
県
一
宮
市
）

　
江
戸
時
代
に
尾
張
か
ら
伝
わ
っ
た
と
言
わ
れ
る
関
市
の
獅
子
舞
は
、
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
、

商
売
繁
盛
を
祈
っ
て
定
着
し
、
十
二
文
と
呼
ぶ
舞
い
が
、
悪
魔
祓
い
と
し
て
神
前
な
ど
で
舞
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
後
に
文
楽
や
歌
舞
伎
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
文
化
に
、
神
楽
独
自
の
歌
を
作

り
振
り
付
け
ら
れ
て
獅
子
芝
居
が
生
ま
れ
、
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
関
市
の
下
有
知
、
小
瀬
、
黒
屋
、
肥
田
瀬
、
山
田
の
５
地
区
の
獅
子
舞
保
存
会
が
、

関
市
獅
子
舞
保
存
会
の
支
部
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

関
市
獅
子
舞
保
存
会（
関
市
）

　
岐
阜
歌
舞
伎
保
存
会
は
平
成
二
十
二
年
に
戦
前
の
に
わ
か
芝
居
を
再
生
し
た
「
岐
阜
ま
ち
歌

舞
伎
」
を
岐
阜
座
発
祥
の
地
で
あ
る
伊
奈
波
神
社
境
内
で
上
演
し
た
の
を
契
機
に
発
足
し
ま
し

た
。
会
員
は
岐
阜
市
金
華
、
京
町
両
地
区
に
あ
る
老
舗
の
跡
取
り
ら
で
つ
く
る
「
岐
阜
町
若
旦

那
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
で
す
。

　
現
在
も
毎
年
４
月
５
日
に
開
催
さ
れ
る
伊
奈
波
神
社
例
大
祭
前
夜
に
地
歌
舞
伎
を
奉
納
し

て
お
り
、
地
域
の
方
々
に
も
出
演
い
た
だ
き
、
お
囃
子
に
は
小
中
学
生
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

岐
阜
歌
舞
伎
保
存
会（
岐
阜
市
）
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伏
屋
の
獅
子
舞
は
岐
南
町
伏
屋
地
区
に
あ
る
白
山
神
社
祭
礼
の
際
に
奉
納
さ
れ
て
き
た
伝
統

民
俗
芸
能
で
、
江
戸
時
代
よ
り
長
き
に
渡
り
地
域
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
伏
屋
の
獅
子
舞
は
大
き
く
「
神
楽
獅
子
」
と
「
獅
子
芝
居
」
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
神

楽
獅
子
は
白
山
神
社
祭
礼
の
際
の
奉
納
で
行
わ
れ
る
、
悪
魔
払
い
を
中
心
と
し
た
獅
子
の
舞
、

獅
子
芝
居
は
獅
子
が
歌
舞
伎
や
人
形
浄
瑠
璃
の
外
題
を
演
じ
る
芝
居
で
す
。
獅
子
の
性
別
が

雌
の
雌
獅
子
が
芝
居
を
演
じ
る
獅
子
芝
居
が
、
貴
重
な
芸
能
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

一
時
は
後
継
者
が
お
ら
ず
、
存
続
の
危
機
に
あ
り
ま
し
た
が
、
伝
統
の
灯
を
絶
や
し
て
は
な

ら
な
い
と
、
再
興
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
近
年
で
は
獅
子
芝
居
が
再
び
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

岐
南
町
伏
屋
獅
子
舞
保
存
会（
岐
南
町
）

か
ぐ
ら

め

じ
し

じ
し

し
し

し
ば
い


